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文献紹介

ApiculturalAbstracts45巻 2号 (1994)

には,文献番号 372/94か ら713/91までの

342編が収録されており,日本からは2編の論

文が掲載されている.

ApiculturalAbstracts45巻 3号 (1994)

には,文献番号 714/94から1111/94までの

398編が収録されており, 日本からは16編の

論文が掲載されている.

BeeWorld75巻 3号 (1994)には3編の論

文が収録されている.Craneは ｢古代ローマ時

代の養蜂｣で,紀元前 200年から紀元後 400年

の 間 に Varro,Virgil,Columella,Pliny,

Aelian,Palladiusの6人により記された養蜂

の記録書をもとに,初期の養蜂では何世紀もの

間,地上に直接巣を設置するという形が基盤と

なっていたと推測している.

また Hornitzkyは,｢養蜂産業におけるガン

マ線の利用｣で,医学用備品の殺菌に用いられ

ているガンマ線が,アメリカ腐姐病,ヨーロッ

パ腐姐病,チョーク病などに侵された巣板の殺

菌消毒に有効である点を指摘 し,蜂児への影響

についても述べている.

BeeWorld75巻4号 (1994)で,Freitas

北東ブラジルにおけるカシューナッツの木と養

蜂との関係について,カシューの木のミツバチ

花粉媒介システムの発展のために,カシューナ

ッツ農家と養蜂家の養蜂家の協力の必要性を論

じている.

｢世界のハチ,-チに関する郵便切手｣では,

ShawandChingがハチなどが印刷されてい

る世界の54枚の切手を写真で紹介し, それら

を含む多数の切手について発行Eg,発行年,絵

の内容,価格などを7ページにわたる表にまと

めている.他 1編.

JournalofApieulturalResearch33巻3

号 (1994)には9編の論文が収録されている.

｢ミツバチへギイタダニの生殖に対する寄生密

度の影響｣で,Eguarasらはダニの蜂児巣房で

の卵数が子孫にどのように影響するかを調査 し

た.ダニの産卵数は冬には巣房あたり6匹,夏

には巣房あたり1匹であり,また雄の発生率は

それぞれ51.3%,38.7%であった.これは冬期

の蜂児の減少に伴う利用可能な巣房の減少によ

り,1個の巣房に多く産卵するということであ

り,巣房利用の競争は寄生密度の増加を引き起

こす一つの要因であると述べている.

もう一つのダニに関する論文,｢セイヨウミ

ツバチとオオミツバチの働き蜂におけるミツバ

チ トゲダニの長期生存｣について,Rindererら

は蜂を小さなケージなどの不自然な状況に置い

た場合,宿主への移動時に妨害になるらしくダ

ニの生育期間を短かくすることができるが,自

然状態では長期生存が可能であると述べている.

VermaandRanaは ｢リンゴに訪花するト

ウヨウミツバチとセイヨウミツバチの行動比

較｣の続報で,すでに知 られている2種のミツ

バ ミでは採餌飛行時間にずれがあることに加え

て,1匹の-チが 1分あたりに訪れる花の数や

1回の採餌飛行で訪れる花の総数,晴れた日と

曇りの日の活動の違いなどについて調査 した.

その結果 1分あたりの訪花数には違いがなく,

また花の上面から花粉を採集する topworker

は午前中,側面 か ら花蜜 を採集す る side

workerは午後に集中している.両種は巣から

より近い木を,同じ列の木よりも違う列の木を

■選ぶ.これはおそらく列間の傾斜を定位に利用

しているからだろうと推測している.さらに果

樹園のハチの集めてきた花粉は約 95%が リン

ゴのものであり,両種は同じ植物に忠実に採餌

行動を行うとみられ,果樹園でのミツバチ利用

のポリネーションが期待される.他 7編.

(沼口康典)


